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三井化学株式会社

社長 藤吉 建二

＜経営概況説明＞

強い三井化学グループを目指して
～機能性材料分野の拡大加速～

強い三井化学グループを目指して
～機能性材料分野の拡大加速～
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０１中計
三井化学グループの

更なる拡大と成長

０１中計
三井化学グループの

更なる拡大と成長

変革への挑戦変革への挑戦

９８中計
合併効果の
早期実現

９８中計
合併効果の
早期実現

０４中計

量的拡大から質的拡大
への転換

０４中計

量的拡大から質的拡大
への転換
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成長の方向と業績推移成長の方向と業績推移

（単位：億円）

年度

（目標）（予想）

＜連結経常利益＞

＜成長の方向＞

＜目指すべき企業像＞

世界の市場で存在感のある強
い三井化学グループ

＜目指すべき企業像＞

世界の市場で存在感のある強
い三井化学グループ

１．業績推移と事業環境
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１．業績推移と事業環境

分野別営業利益の状況分野別営業利益の状況

機能性材料分野の営業利益は、拡大継続
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WTI原油

（＄／ｂｂｌ）

国産ナフサ

（円／ｋｌ）

＜ナフサ価格変動の影響＞ナフサ価格1,000円／ｋｌの上昇で、約６０億円／年のコストアップ

自助努力の限界を超えるナフサ価格の上昇が、更に継続。

05年度

WTI原油価格

国産ナフサ価格

ＰＥ、ＰＰ価格決定ベースの
ナフサ価格

36,900円

46,100円

（52,000円？）

１．業績推移と事業環境

原油／ナフサ価格推移原油／ナフサ価格推移
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中国の主要石化製品の輸入の伸長は、鈍化傾向。

＜中国の主要石化製品（２４品目）の輸入量推移＞（単位：千ｔ）

（中国輸入通関統計より作成）

０４→０５年：前年+1％

１．業績推移と事業環境

中国の石化製品輸入の状況中国の石化製品輸入の状況
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０４年４月 ７月 １０月 ０５年１月 ４月 ７月 １０月 ０６年１月

05年度

ＰＴＡ輸出価格

ＰＸ価格（ＰＴＡの
原単位換算値）

原料（PX）の高値圏での乱高下により、　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　ＰＴＡ需要の大幅な変動が継続。

ＰＴＡ中国輸出量

（＄／ｔ）

１．業績推移と事業環境

ＰＴＡの中国向け輸出の状況ＰＴＡの中国向け輸出の状況
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アジアにおけるＴＤＩ生産能力

千ｔ／年

三井化学ポリウレタン 240

ＢＡＳＦ（上海：06.3Ｑ～） 160
ＢＡＳＦ（韓国） 140

韓国ＫＦＣ（韓国） 90
ＤＣ化学（韓国） 45
南亜ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｽ（台湾） 30

600

1,100

1,600

2,100

2,600

05年1月 3月 5月 7月 9月 11月 06年1月 3月

昨秋以降、ＴＤＩ市況は改善。

０６年３Ｑの供給増により、下／０６は一時的
に弱含み。

05年度

ＴＤＩ輸出価格①

ＴＯＬＵＥＮ価格②

スプレッド
（①－②）

（＄／ｔ）

１．業績推移と事業環境

ＴＤＩ市況の状況ＴＤＩ市況の状況
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０５年度 ０６年度 ０７年度 ０８年度
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0％

＜世界のＰＤＰ需要数量見通し＞ ＜当社ＰＤＰフィルターの販売数量
見通し＞

ガラスタイプ・フィ
ルムタイプ合算

（万台）
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０５年度 ０６年度 ０７年度 ０８年度

05.11見通

06.5見通 06.5見通

05.11見通

ＰＤＰフィルターは、ＰＤＰ世界需要の伸び率を上回って、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　順調に販売数量が拡大。

１．業績推移と事業環境

ＰＤＰフィルターの状況ＰＤＰフィルターの状況
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１．業績推移と事業環境
　　
２．０４中計０６年度ローリング
（１）機能性材料分野の拡大・成長
（２）石化・基礎化分野の収益力強化

　　　　　
３. ＣＳＲへの取り組み

目 次目 次



10

＜０４中計基本戦略＞

Ⅰ．事業構造の変革と収益力強化

　１．機能性材料分野の拡大・成長

　２．石化・基礎化分野の収益力強化

Ⅱ．連結経営の強化

Ⅲ．環境･安全･品質の確保

機能性ポリマー及びその製品群の育成・強化

２．０４中計０６年度ローリング２．０４中計０６年度ローリング

基本戦略・数値目標の変更なし
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（１）機能性ポリマー及び製品群の育成・強化策

情報・電子材料 ヘルスケア材料

プロピレンチェーン アロマチェーン

機
能
性
材
料
分
野

石
化
・

　

基
礎
化
分
野

３．０４中計０６年度ローリング

機能性ポリマーズ

機能性ポリマー及び製品群
の育成・強化

戦略研究開発プロジェクト

重点プロジェクト
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重点事業を選定し、経営資源の７割以上を集中投入

重点事業

電子材料 半導体ガス

情報材料 ＰＤＰフィルター

精密化学品 触媒

工業樹脂
液晶シール剤、
メタロセンＷＡＸ

重点プロジェクト

約１００億円

利益増

（０６～０７年度）

２．０４中計０６年度ローリング　

（１）機能性材料分野の拡大・成長
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①新規機能性ポリマー開発促進プロジェクト

②高機能エラストマーの開発

③高機能フィルムの開発

多目的セミコマーシャルプラント（岩国　０７．１稼動）

　　で顧客とのキャッチボールのスピードＵＰ

当社の触媒技術による優れたポリマーの

　　　　新市場開発（自動車、電材等）

次世代高機能フィルム開発加速

約
１
０
０
億
円
投
資
（
０
６
～
０
７
年
度
）

戦略研究開発プロジェクト

２．０４中計０６年度ローリング　

（１）機能性材料分野の拡大・成長
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機能性ポリマーズの拡大

売
上
高
増　

５
０
０
億
円
（
目
標
）

◇新設・増設
●液晶用ｼｰﾙ剤新設（05.1　茂原）
・高分子凝集剤　東亞合成との事業統合（06.10）
・ウレタン塗料硬化剤設備新設（06.7：17千ｔ　中国天津）
・天寰ポリウレタン子会社化（05下期）
・ウレタン系接着剤増設（06上期：8.7→11.4千ｔ　マレーシア）

◇増強
・ＴＰＸ増強（05.10：7.5→13千ｔ／年　岩国）
・ＡＰＥＬ増強（06.4：2.8→3.4千ｔ／年　岩国）

◇新用途
●メタロセンＷＡＸ成型助剤用途展開（05.11）

◇新設・増設

・ＥＰＴ増設（07.10：45→120千ｔ／年　市原）

・ｴﾗｽﾄﾏｰｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ会社設立（06.1：ドイツ）

◇新製品

●タフマ－ＸＭシリーズ発売（05.4）

●ノティオ発売（05.11）

●液状ＥＰＴ発売（06年）

エラストマー

特殊ポリオレフィン

ポリマーシステム他

実行年度

05 06 07

２．０４中計０６年度ローリング　

（１）機能性材料分野の拡大・成長

●は、参考資料編ご参照
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０５年 ０６年 ０７年 ０８年 ０９年 １０年

売上高：約1,200億円、従業員：約700人、資本金：200億円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三井化学100％）

①戦略マーケティング強化

②合理化（‘06～’10年計約100億

円投資）により、

常に連結税前利益５０億円
以上の事業体質へ強化

＜（参考）ＭＣＰＵの税前損益＞

計画

ウレタン事業体質強化策
（億円）

２．０４中計０６年度ローリング　

（１）機能性材料分野の拡大・成長

三井化学ポリウレタン（ＭＣＰＵ）の発足
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機能性ポリマー製品群等の拡大

売
上
高
増　

３
０
０
億
円
（
目
標
）

◇新設・増強

・衛材用 通気フィルム新設（06.5：6千ｔ／年 タイ）

・衛材用 不織布増強（08.1：14→30千ｔ／年 タイ）

　・三井化学クロップライフ設立（農薬３社統合：05.7）

◇新製品

　・高性能光触媒の販売開始（06）

◇増強
●ＰＤＰ光学フィルター（フィルムタイプ）増強

　　（06.4：84→180万枚／年　名古屋）
　●太陽電池封止シート増強（06.8：5.2→9.2千ｔ／年）
　・トナーバインダー増強（05.2　能力３割増強　茂原）
　・ＮＦ３増強（05.10：600→900ｔ／年、　　　　　　　　　　　
　　07～08予定：600ｔ／年増）
◇完全子会社化
　●イメージポリマー（米・英）（06.4）
　・山本化成（06.4）
◇新製品
　・ＨＤ　ＤＶＤ－Ｒ２層ディスク用色素（06.4）
　・高性能赤色有機ＥＬ材料（06.5）

ヘルスケア材料

情報・電子材料

(        )

実行年度

05 06 07

２．０４中計０６年度ローリング　

（１）機能性材料分野の拡大・成長

●は、参考資料編ご参照
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シーズの創出 ニーズの発現

用途開発
サポート

ニーズ情報の
共有

三井化学機能性

ポリマーズフォーラム日　時: 2006年5月26日（金）

会　場: 六本木アカデミーヒルズ

参　加：顧客企業約１５０社（約２５０名）

＜第Ⅰ部　セミナー＞

基調講演（一橋大学　イノベーション研究センター教授　米倉　誠一郎）

特別講演（三井化学㈱　触媒科学研究所長　藤田　照典）

＜第Ⅱ部　ポスターセッション、懇親会＞

開催概要

ニーズとシーズのダイレクトな結合により、市場開発加速

２．０４中計０６年度ローリング　

（１）機能性材料分野の拡大・成長
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①一日平均の訪問者数は、
約３５０人。
②エンドユーザーからの
直接アクセスも多数あり。

０５年９月
より開設

２．０４中計０６年度ローリング　

（１）機能性材料分野の拡大・成長

登録無料 アドレス　http://www.mfpforum.com
18
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機能性材料分野　営業利益比率

２．０４中計０６年度ローリング　

（１）機能性材料分野の拡大・成長
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500

420

500

629
378

22% 36% 40% 50%

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

1000

04 05 06 07
（予想）

（単位：億円）
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805
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機能性材料比率

（目標）

機能性材料分野の拡大加速
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石化・基礎化分野の収益力強化

情報・電子材料 ヘルスケア材料

プロピレンチェーン アロマチェーン

機
能
性
材
料
分
野

石
化
・

　

基
礎
化
分
野

機能性ポリマーズ

◇ 競争力の母体

◇ 収益力強化

２．０４中計０６年度ローリング　

（２）石化・基礎化分野の収益力強化
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プロピレンチェーンの収益力強化

◇ 分解原料の多様化
　　・重質原料対応（対応炉の増設）検討中（大阪）
　　・出光興産等近隣石油精製との提携/協調を検討中　　　　　
　　　（市原／大阪）

◇ プロピレンセンター化（ＯＣＵ設置）
　　・大阪工場（04．10）
　　・市原工場（検討中）
◇ クラッカーのコストダウン（省エネ・合理化）

◇ プライムポリマーの発足（05.4：ＰＥ　710千ｔ、ＰＰ　1,360千ｔ）
◇ ＰＰ自動車材の拡大
　　・中国　営業運転開始（05.7：15千ｔ）
　　・タイ　能力増強（05.6：40千ｔ→48千ｔ)

誘導品

オレフィン

原　　料

２．０４中計０６年度ローリング　

（２）石化・基礎化分野の収益力強化
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プライムポリマーのシナジー効果実現
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＜プライムポリマーのシナジー効果＞
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Ｐ
Ｐ
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Ｅ

（億円）

（年度）

順調にシナジー効果実現中

２．０４中計０６年度ローリング　

（２）石化・基礎化分野の収益力強化
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タイ

（50千ｔ）

アメリカ

ドイツ

（10千ｔ）
日本

（300千ｔ）

メキシコ
170千ｔ

150
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03 04 05 06計 07計

日本 米国 メキシコ 欧州 タイ 中国

＜当社ＰＰコンパウンド生産能力＞（千トン）

555千ｔ

三井化学複合塑料（中山）有限公司

０５年７月営業運転開始：15千ｔ／年

上海

（10千ｔ）

366千ｔ
387ｔ

585千ｔ
635千ｔ

２．０４中計０６年度ローリング　

（２）石化・基礎化分野の収益力強化
ＰＰ自動車材の世界展開

全世界ＰＰコンパウンド生産能力：
約５６万ｔ（０５年度）

中国・タイを中心に更に増強
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日本平均 三井 計画

分解原料の多様化
＜非ナフサ原料分解炉能力＞多様化率

（LPG、重質ＮＧＬ他）

（％）

重質原料対応炉建設（大阪）計画中

計　
　

画

２．０４中計０６年度ローリング　

（２）石化・基礎化分野の収益力強化
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◇ 原料系の強化
・クメン　完全自製化（04.10　大阪）
・ベンゼン ⇒　出光との提携（06年3Ｑ　ＬＮＲ再稼動　市原）

◇ 拡大

現能力 （能力、単位：万ｔ/ｙ）
・ＰＴＡ　 ﾀｲ 90    ⇒ 140 （05.11営業運転開始）

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 45
中国 0    ⇒ 60 （投資認可申請中）

・ＰＥＴ　 ﾀｲ 10    ⇒ 15 （検討中）
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 8

・ＰＨ　 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ　 25   ⇒ 30 （07.7予定）
　　　　　　 日本　　　 50   ⇒ 53 （06.5営業運転開始）
・ＢＰＡ ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ　 23

中国 0  ⇒ 12 （06.8着工／07.10完工予定）
　　　　　

収益力強化に向け、最適な拠点で能力増強
（次期アジア拠点検討）

アジア地域への
拡大

ア

ジ

ア

アロマチェーンの収益力強化

日　

本

２．０４中計０６年度ローリング　

（２）石化・基礎化分野の収益力強化
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１．業績推移と事業環境
　　
２．０４中計０６年度ローリング
（１）機能性材料分野の拡大・成長
（２）石化・基礎化分野の収益力強化

　　　　　
３. ＣＳＲへの取り組み
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三井化学グループ行動指針

「誠実に行動」します

「人と社会を大切に」します

「夢のあるものづくり」を目指します

私たちは

３．ＣＳＲの取り組み
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不思議な

「力」を

豊かさへ

化学及び化学産業の
持続的発展に寄与

目的：

「三井化学触媒科学賞」

賞金　５００万円
４５歳以下の研究者１名

「三井化学触媒科学奨励賞」

賞金　１００万円
３５歳以下の研究者２名

受賞者は、三井化学第３回触媒

科学国際シンポジウムで記念講演

現在、応募受付中！

三井化学触媒科学賞

３．ＣＳＲの取り組み
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触媒科学国際シンポジウム

The 3rd Mitsui Chemicals International Symposium on Catalysis Science (MICS2007)

グラブス教授
(Prof. R. H. Grubbus)

・米 カリフォルニア工科大学
・２００５年ノーベル化学賞受賞

基調講演：

日程：
２００７年３月１４～１５日
会場：
かずさアカデミアホール　
　（木更津）

招待講演：
・Jordan教授 （シカゴ大学）
・Stevens氏 （ダウケミカル社）
・Kricheldolf教授 （ハンブルグ大学）
・Cavallo教授（サレルノ大学）
・野崎教授 （東京大）
・増田教授（京都大）
・田中氏（三菱化学）　他

レーン教授
(Prof. J. M. . Lehn)

・仏 ルイ・パスツール大学
・１９８７年ノーベル化学賞受賞
・ＭＩＣＳ２００３の基調講演者

受賞記念講演：
・三井化学触媒科学賞、同奨励賞受賞者

テーマテーマ: : 重合触媒重合触媒ー現在そして未来ーー現在そして未来ー

三井化学
第３回

３．ＣＳＲの取り組み
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シンガポール国際シンポジウム
＜06.4.17～18＞

＜テーマ＞＜テーマ＞ 先端材料とケミカルズ先端材料とケミカルズ

における進展における進展

招待講演:
• Prof. Krzysztof Matyjaszewski
(ｶｰﾈｷﾞｰﾒﾛﾝ大学、ｱﾒﾘｶ)

•中條善樹教授
(京都大学)

•Prof. Andy Hor
(ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ国立大学、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ）

•Prof. Stan Veprek
(ﾐｭﾝﾍﾝ工科大学、ﾄﾞｲﾂ)

•福田　伸研究主幹
(三井化学　ﾏﾃﾘｱﾙｻｲｴﾝｽ研究所)

•Prof. William A. Goddard III
(ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ工科大学、ｱﾒﾘｶ)

•Prof. Myongsoo Lee
(延世大学、韓国)

•相田　卓三教授
(東京大学)

Singapore International Symposium 2006 (SIS2006)

３．ＣＳＲの取り組み
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町田　幸雄　氏
（まちだ　ゆきお）

・弁護士
・元最高検察庁次長検事

織　朱實　氏
（おり　あけみ）

・関東学院大学　法学部助教授
・日化協ＰＲＴＲ検討委員他環境関連の
各種審議会委員を歴任

＜社外取締役の選任＞
６／２７株主総会
にて選任予定

コーポレートガバナンス強化に向けて

３．ＣＳＲの取り組み
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お問合わせ先 ： 三井化学株式会社 ＩＲ・広報室
住 所 ： 東京都港区東新橋１－５－２ 汐留シティセンター
電 話 ： ０３－６２５３－２１００
Ｆ Ａ Ｘ ： ０３－６２５３－４２４５
ホームページ ： http://www.mitsui-chem.co.jp

本資料の計画は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した予想であり、リス
クや不確実性を含んでおります。
従いまして、実際の業績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性が
あります。
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１．機能性ポリマーズ拡大の具体的展開
　（１）タフマーＸＭ、
　（２）ノティオ、
　（３）三井ＥＰＴ－Ｌシリーズ、
　（４）エクセレックス、
　（５）ストラクトボンド

２．機能性ポリマー製品群等拡大の具体的展開
　（１）ＰＤＰ光学フィルター「フィルファイン」、
　（２）太陽電池封止シート「ソーラーエバ」、
　（３）イメージポリマーの完全子会社化、

目 次

＜参考資料編＞



高速包装可能領域

既存品既存品
↓

劣

優
↑

高温　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　低温　ﾋｰﾄｼｰﾙ開始温度

耐
ブ
ロ
ッ
キ
ン
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性

高速包装対応ﾌｨﾙﾑを提供　＋ シート等の用途開発中

均質で、品質阻害成分が極めて少ない

88 ﾋｰﾄｼｰﾙ

PPフィルムのヒートシー
ル層に用いる場合、低
温ヒートシール可能で、
かつ優れた耐ブロッキン
グ性を発揮

フィルム用途

耐ﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞ性
阻害成分

（べたつき成分）

ヒートシール
阻害成分

タフマータフマー®® XMXM

既存品既存品

溶出温度→

↑
存
在
比
率

高
↑

↓
低

柔
軟
性

高 ←　　　　　　　　　　　　　　　　　　→ 低
融　点

PP

タフマータフマー®® XMXM

新規用途

低融点で優れた柔軟性を有する

○○タバコ

特　
　

徴

＜参考＞　１．機能性ポリマーズ拡大の具体的展開（１）

タフマー ®ＸＭ　～ﾒﾀﾛｾﾝ触媒を用いたﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ系新規ｴﾗｽﾄﾏｰ～

低融点、柔軟性から低温で

の優れた加工性を発現
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ナノ結晶構造制御型エラストマー

・全く新しい概念（ナノレベルで構造制御）で樹脂設計
・従来品にないバランスのとれた高い物性を発現

ノティオの構造イメージ ノティオの物性

0

1

2

3

4

5

6

耐熱性

ゴム弾性

軽量性透明性

環境適合性

NOTIO
従来ｵﾚﾌｨﾝｺﾞﾑ
ｽﾁﾚﾝ系ｺﾞﾑ
軟質塩ビ

産業用チューブ

・耐熱性、柔軟性、耐屈性に優れ、幅広い用途
　へ展開可能（電子機器用など）。
　⇒シリコーンゴム、ウレタン代替
・環境ホルモン(内分泌撹乱物質）を含有せず、

　焼却してもダイオキシンが発生しません。
　

耐屈曲性の比較

従来品

従来のオレフィン系エラストマー

100～1000　nm 10～50 nm
結晶がナノオーダーで
網目構造を形成

結晶のかたまり

非晶分子

＜参考＞　１．機能性ポリマーズ拡大の具体的展開（２）



37

展開が期待される用途例

三井EPT　Lシリーズは、当社特有の

液状ポリオレフィン重合・製造技術により

創出した常温下で液体状のEPTです

・ポッティング材
・放熱材
・電磁波シールド材
・各種ガスケット

・シーリング材
・接着材

電子・電気分野 建築・土木分野

＜参考＞　１．機能性ポリマーズ拡大の具体的展開（３）

三井EPT　Lシリーズ　－　液状EPT－



　ＰＥ、ＰＰ成型時に数％添加することで、
①成型時の温度・負荷の低減
②ブリードアウト（べたつき）なし
③生産性・歩留まり向上

～三井化学のメタロセン触媒技術を用いた世界初の成型助剤～

ＰＥ、ＰＰ成型における成型助剤
　①生産性向上
　②品質向上　

　③トータルコストダウン

用　途

38

特　徴

ｼｰﾄ用フィルム ﾎﾞﾄﾙ類包装用フィルム

樹脂

PE,PP

+ EXCEREXEXCEREX

押出し機押出し機

国内外で展開中

＜参考＞　１．機能性ポリマーズ拡大の具体的展開（４）



Struct Bond ®－液晶シール剤－
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　R　 　G　 　B　 　R　 　G　 　B　

下基板（ＴＦＴアレイ）

液晶

液晶シール剤

2.5～6.0μm

上基板
（カラーフィルター）

●液晶シール剤は液晶ディスプレイ●液晶シール剤は液晶ディスプレイ
の上下基板の接着剤の上下基板の接着剤++液晶の封止剤液晶の封止剤

FED有機EL
ディスプレイ

LCDシール剤
熱硬化型

液晶ディスプレイ

LCDシール剤
UV硬化型

有機EL用
シール剤

時間

FED用
シール剤

当社は、　　　　　　　
熱硬化型シール剤の
世界シェア６５％

ＵＶ硬化型、有機ＥＬ用、
ＦＥＤ用へと展開中

＜参考＞　１．機能性ポリマーズ拡大の具体的展開（５）
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０５年度 ０６年度 ０７年度 ０８年度

三井化学
35%

Ａ社
24%

Ｂ社
13%

Ｃ社
13%

Ｄ社
11%

その他
4%

ＰＤＰ光学フィルター（フィルムタイプ）の増強

＜ＰＤＰ光学フィルターの世界シェア＞

（ガラスタイプ・フィルムタイプ合算）

＜増強の概要＞
１．製　　　　　　品：　フィルファイン® （ＰＤＰ光学フィルターフィルムタイプ）

２．生　産　能　力：　96万枚／年増強（84万枚／年→180万枚／年）

３．営業運転開始：　06．4

+8
0％

+4
0％

+3
0％

＜世界のＰＤＰ需要数量見通し＞

＜当社ＰＤＰフィルターの販売数量見通し＞

ガラスタイプ・
フィルムタイプ
合算

（万台）

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

０５年度 ０６年度 ０７年度 ０８年度

05.11見通

06.5見通

05.11見通

06.5見通

＜参考＞　２．機能性ポリマーズ製品群等拡大の具体的展開（１）
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0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

’０２ ’０３ ’０４ ’０５ ’０６ ’０７ ’０８ ’０９ ’１０

＜増強の概要＞

１．製　　　　　　品：　太陽電池封止シート（ソーラーエバⓇ）

２．生　産　能　力： 4,000トン／年増強（太陽電池５７０MW相当）

　　　　　　　　　　　　 （5,200トン／年→9,200トン／年）

３．スケジュール ： 06．4完工　（営業運転開始　06.10予定）

太陽電池封止シート（ソーラーエバ）の増強

Ｂ社

24%

三井化学

32%

Ａ社

25%

Ｃ社

19%

05～
10年

度平均　約30％成長

＜太陽電池封止材の世界シェア（０５年）＞

（ＭＷ）

＜太陽電池の世界市場規模＞

ソーラーエバ

＜参考＞　２．機能性ポリマーズ製品群等拡大の具体的展開（２）
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イメージポリマーの完全子会社化

会社名 Image Polymers Europe
事業内容 トナー用樹脂の製造・販売
所在地 スコットランド

会社名 Image Polymers Company
事業内容 トナー用樹脂の製造・販売
所在地 テネシー州

いずれも

三井化学 50%：Avecia 50%

三井化学100%化（06.3.31）

0

50

100

150

200

０４年度 ０５年度 ０７年度（予測）

その他

SA系

（千ｔ）
＜トナー用樹脂の市場規模（世界）＞

年率約６％成長

当社（日/米/欧）は

スチレン・アクリル系トナー用樹脂で

世界シェア約２５％とトップ

100%化で事業強化
（シェア３０％超を目標）

（120千トン）

（143千トン）

＜参考＞　２．機能性ポリマーズ製品群等拡大の具体的展開（３）



43

お問合わせ先 ： 三井化学株式会社 ＩＲ・広報室
住 所 ： 東京都港区東新橋１－５－２ 汐留シティセンター
電 話 ： ０３－６２５３－２１００
Ｆ Ａ Ｘ ： ０３－６２５３－４２４５
ホームページ ： http://www.mitsui-chem.co.jp

本資料の計画は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した予想であり、リス
クや不確実性を含んでおります。
従いまして、実際の業績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性が
あります。


